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三博協と「郷土」博物館

三多摩 公立博物館協議会 が その前身 と して活 動

して いた時期 を含 め る と、発足以来 20年 が 経 過 し

た ことにな り、当初 6館で あ った会 員館 も現 在 で

は21館 を数 え るまで にな りま した。 この数 字 は公

民館 図書館 に比 べ後発 で あ った博 物館 が、何 とか

生涯学 習 の施設 と して多摩地 域 にお いて伸長 し、

定着 して きた証 とも言 え るので はないで しょうか。

また多摩地域 で は会 員以外 の博物館・ 美術 館 や類

似す る施設 も増加 しその内容 も実 に様々で、リニュー

アル オープ ンを含 め、新 しく登場 した博物 館 施 設

は斬新 な手 法 を取 り入 れ展示 を始 め様 々な活動 を

展 開 して います。 したが って利用 す る側 か ら見 れ

ば、でか け る気分 に もな る し、「 安・ 近・ 短 」 に

博物館等 を利用 で きる環境 にな った と も言 え るで

しょう。 しか し反面 で は利用 す る側 の ニー ズや 意

識 も成熟度 を増 し、 これ に応 え るため に は、 個 々

の館 の充 実 や他館 との連携 な ど三博協 と して の活

動 も質 的 向上 を 目指 す時期 を迎 えて い ると も言 え

るので はな いで しょうか。

会員館 の大半 は、実 際 に館 の名称 に使 用 す る し

な いは別 と して、一 個 の独立 した 自治体 に よ って

設立 され た「 郷 土 」 を冠 した博 物 館 で、 い わ ば

「郷 土学」の拠点 と して の性 格 を備 え て い ます 。

しか し「郷土」博物館 に対 す る昨今 の風評 の 中 に

は、多摩地域 の博物 館 に限 らず「郷土」博 物 館 は

「金太郎飴 の よ うだ」 と言 う もの もあ り、 そ の真

意 は ど こへ行 って も似 た物 が並 び、代 わ り映 え が

しな い とい うことだ と思 い ます。 た とえ一部 の意

見 で あ って もこの意 見 は看過 で きな い意 見 だ と思

います。

確 か に多摩 とい う地域 の中で、個 々の館 が地 域

の歴 史 や生活 を紹介 しよ うと資料 を並 べれ ば、 固

有 の資料 と展示方法 の工夫 な どによ つて それな り

には個性 を引 き出す ことはで きるで しょうが、 相

対 的 な印象 と して は似 か よ った もの にな り、 ま し

てや隣接 す る自治体 の館 同士 で はその差異 を見 出

す ことは困難 か も しれ ません。元来設立 の趣 旨 や

規模 な ど も似 か よ って い る こと、同一地域 に あ る

ことか ら、施設 や設 備 な ど付加価値 が異 な って も

調布市郷土博物館館長 山 岡 博

本質 的 には「金太郎飴」的現象 はいた し方 の な い

ことなのか も しれ ません。

一 方 この「金太郎飴」 とい う批評 が飛 び 出 す裏

側 に は利 用す る側 の変化 が あ るか らこそ とい う考

え方 もで きるので はないで しょうか。直接 的 に は

利用者 が複数 の館を見学 したか らこその意見で しょ

うが、それ以前 に利 用者 で あ る市民 意識 の変 化 が

大 きいので はないで しょうか。かつ て はそれ ぞ れ

に「郷土」 あ るいは「地 元」 とい った言 葉 も耳 に

しま したが、移 り住 んだ人 々が多数 を 占め、 生 活

の あ らゆ る面 で平均化 された昨今 で は、 こ う した

言葉 も時代 に取 り残 され た感 が あ ります。現 在 の

市民意識 は、 自治体 の枠 に と らわれ な い 自 らの行

動範 囲や生 活 に関 わ る環境 を一 にす る範 囲 を「 地

域」 と して考 えて い るので はないで しょうか。 ま

た 日頃 の業務 にお いて も利用 す る側 の変 化 を感 じ

る ことが しば しばあ ります。かつ て は簡単 に説 明

で きた資料 や事柄 も、生 活様式 や周囲の変化か ら、

よ り多 くの言葉 を要 す るよ うにな った こと等 々、

何 か従来 の地縁 的市 民 と異 な る博物 館 と市 民意 識

との隔 た りを感 じる ことが あ ります。

こう した ことか ら「 金太郎 飴」 とい う言 葉 を考

え る と、単 に代 わ り映 えが しない とい うだ け で は

な く、「郷土」博物館 と昨 今 の市 民 意 識 の隔 た り

の中 か ら生 まれて くる率 直 な印象 とも取 れ るの で

はな いか と思 われて な りませ ん。

こう した状況下 、個 々の館 で は施 設 や設 備 の改

善 、あ るいは新 たな事業展 開 な どが な され、 時 代

に即 した対 応 を行 って い ることと思 います が、 こ

れ に も限 界 が あ るので は な いで し ょ うか。 当然

「金太郎飴」 は複数 の館 を見 比 べ て の 印象 で し ょ

うか ら、三 博協 と して も何 か考 え る必要 が あ るの

で 1ま ないで しょうか。

多摩 とい う地域 にで きた博 物館 のネ ッ トワーク、

その繋 が りを生 か した共 同事 業 を行 う中か ら多 摩

地域 の全体像 を把握 し、 それ を共通 の基盤 に各 館

の個 性 を引 き出す と言 うよ うな展 開 もで きるの で

はな いで しょうか。



〔2〕 ミュージアム多摩

博覧会の時代一南多摩郡物産共進会をめぐって一

明治 時代 は博覧会 の時代 で あ った。大 は政 府 主

催 の内国勧 業博 覧会 には じま り、府県主 催 の各 種

博 覧会・ 共進会 、あ るいは府県連 合共 進会 の ほか

に も、郡 レベルで行 われ る共進会・ 品評 会 な どの

ミニ博 覧会 も各地 で開催 されて いたので あ る。

南 多摩郡 で は、南多摩 郡農会主催 の物 産共 進 会

が、明治 35年 (1902)3月 1日 ～ 15日 、 明治 44年

(1911)11月 10日 ～20日 の会期 で、八 王子 町 にお い

て開催 されて い る。

南 多摩郡 農会 は、明治 21年 (1888)に 成 立 した

私立 南 多摩郡農工会 を母 体 に、明治 31年 (1898)

1月 に 19町村農会 の連合組織 と して成立 した (東

京府 南 多摩郡農会『東京府南 多摩郡農会 史』 大 正

3年刊 )。 同会 は、郡 内 農 業 の発 展 を はか る一 方

法 と して品評会 を毎年 の よ うに開催 し、農事 改 良

につ とめた。 この品評会 は、農産物 の立毛 あ る い

は成粒 の もの につ いて現地 で実施 したのに対 して、

生産 品 を集 めた物産共進会 が企画 され た もので あ

る。す なわ ち、 その 目的 は「本郡 内重要 産 出物 品

ヲ蒐集 シ公衆 二縦 覧 セ シメ且其物質工芸 ノ精粗 優

劣 ヲ品評 シ斯業 ノ改良進歩 ヲ図 ル」 にあ った。

会場 は、 いず れ も、八 王子 町元横 山中野 台 で あ

る。 ここは、明治 32年 (1899)に 開 催 され た、 東

京府 主催 の一府九県連合共進会 の跡地 で、八 王 子

町 に払 い下 げ られた本館 を借 用 し、付属施設 を増

築 して会場 と した もので あ った。

第 1回 の出品点 数 は、 織 物 492点 を筆 頭 に 1542

点 で あ ったが、第 2回 に は、 5552点 と拡 大 した。

観 覧者 は第 2回 の場 合 、 11日 間 で 78253人 と大 変

な盛況 とな った (南多摩郡 農会『第二 回南 多 摩 郡

物産 共進会報告』明治 45年刊 )。

第 2回 の物産共進会 で は、南 多摩郡教 育 品 展 覧

会 も附設 開催 されて い る。会場 は、八王子 町 八 日

町 の織物市場 を借 りた。「 教 育 品 ヲ陳 列 シテ公 衆

ノ縦 覧 二供 シ教育 ノ進歩 改善 二資 スル」 目的で、

①小 学校児童 ノ書 キ方 。綴 り方 。図画・ 手工・ 裁

縫 等 ノ成績 品

②小学校、実業学校及特殊教育 ノ教授管理・訓練 。

養護等 二関 スル意 見及実験 二関 スル書 類 。諸 表

簿 。器具 。器械・ 標本 。模型 。絵 画 。図案等 ノ

類

③ 教育 二関 スル参考 品

な どが出品 された。

出品点数 は31338点 に の ぼ り、 観 覧 者 の総 数 は

49327メ、で あ った とい う。 郡 内 は も とよ り、 西 多

摩 。北 多摩 の各地 か ら観 覧者 が集 ま り、山梨 県 上

野原小学 校 の430人 を筆 頭 に神 奈 川 県 津 久 井 郡 。

高座郡 の小学校 の団体 見学 も多 か った。

この よ うな、共進会 と呼 ばれ る ミニ博 覧会 につ

ノ入王子市犯「土資料館 土 井 義 夫

いて は、開催 され た ことが知 られて い るわ りに、

その具 体 的内容 の検討 が行 われ る ことが なか った

ので はな いだ ろ うか。 しか し、 どの共 進会 につ い

て も、 それぞれ に必 ず事業報 告 が刊行 されてお り、

地域 の諸 産業 の発達 を知 る上 で興 味深 い研 究素 材

を提供 して くれ るので あ る。 また、会 場 とな った

町 の案 内書・ パ ンフ レッ ト・ 出品人名 目録 な ど、

事前 に刊行 され る出版物 も多 く、当時 の地 域 の諸

様相 を知 る上 で、貴重 な資料 が多 い ことに も注 目

すべ きで あろ う (第二 回物 産 共 進 会 で は、『 南 多

摩郡 の産業 と教育』 とい う小冊子 が刊 行 され、 記

念 品 と して配布 されて いる)。

明治時代 に限 らず、地域 の歴 史 は、か な らず し

も、細 か な一 こま一 こまが具体 的 に明 らか に され

て い るわ けで はな い。地域 の歴 史 を明 らか にす る

ため に、地域 に残 され た資料 の調 査研 究 を、 さ ら

に進 めて い くことが、地域博物 館 の果 たすべ き役

割 の一 つで あ るに違 いな い。
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平成 5年度の活動報告と平成 6年度の活動計画

■ 調布市 郷土博 物館

平成 5年度 の企画展 は、市 内遺 跡 か ら出土 した

縄 文土器 を紹介 す る「縄 文土器 一それぞれ の顔 」

(3/23～ 5/23)、 実 篤記 念館移動展 「 人 間 萬 歳 ―

実 篤 の生 涯 一」 (6/5～ 7/4)、 高温多 湿 の夏 を

過 ご して きた先人 の知 恵 や工夫 を紹介 す る「 夏 の

想 い出」 (7/20～ 8/31)、 市民寄贈 の く ら しの道

具 を中心 と した コ レク シ ョンを紹介 す る「民 具 に

見 る町人 の くら し」 (11/10～ 1/16)を 実 施 した。

4つ の地 域 福 祉 セ ンタ ーを巡 回 す る美 術 展 は、

「 関野準一 郎版画展 ―東海道五十二 次」 (日 本 橋 ～

掛川 -5。 6月 、袋井 ～京都 -9。 10月 )を 、 4

つ の公民館 を巡 回す る移動 展 は、「 写 真 で 見 る寺

社 の彫刻 I― 西光寺 の仏 像」 (9、 10、 11月 )を 、

また移動 展「太平洋戦 争 と庶民 の暮 ら し」 (7月 )

を実施 した。 その ほか、古文書入 門講座、 多 摩 川

探訪、歴 史散歩 、美術散歩、縄文土器作 り 。染 め

物・ しめ縄作 り 。足半 草履作 りの講習会を行 った。

また、 11月 か ら第 2土曜 日に展示説 明会 を行 って

い る。

平成 6年度 は、夏 の企画展「 化 石 (仮 称 )」 、 秋

の開館 20周 年記念特別展、春 と秋 の巡 回美術 展 、

夏 と秋 の移動展 を予 定 して い る。展示説 明会 の ほ

か前年度 並 みの教育普 及活動 を実施 す る。

■東京 都高尾 自然科 学博 物館 (平成 5年度 )

自然観察会 (日 曜 日)

市指定有形文化財「小 林 家 住 宅 」 (平 成 元 年 12

月 1日 指定 )を中心 と した施設 で、同住 宅 は創 建

当初 (幕末期)の姿 に復元 されて います。

ここで は、生活道具 や年 中行事 の展示 、体 験 学

習会等 も行 って い く予定 です。

体験学習会 等 の実施

―歴史民俗 資料館 ―

はたお り教室等 :9回、 のべ26日

親子手打 ち ウ ドン作 り :6/12、 8/28、 11/13

草 モチ作 り :4/10
柏 モチ作 り : 5/26
麦 につ いて 一ボ ウチ とウ ドン作 リー :7/7、 9

む ぎわ ら細工 :7/27
昔 の遊 び―お手玉、竹 トンボほか ― :8/24～ 26

十五夜 ダ ンゴ作 り :9/30
十三夜 月見 ダ ンゴ作 り :10/26

昔 の遊 び ― コマ作 リー :12/11

モチつ き大会 :12/22
マユ ダマ作 リー小正 月 の食体験 ― :1/12

-古民家 園 ―

/1ヽ 1木 家住 宅見学会 :12/5

親子 わ ら細 工作 リー正 月飾 リー :12/25

はたお り体 験 :1/7、 1/8
特別展示 (歴史民俗 資料館 )

さきお り作 品展 :(平成 5年)3/27～ 5/9

■清瀬市 郷土博 物館

平成 5年度活動報告

歴史展示 室 テーマ展 示「 縄文 時代 の生活 を探 る 一

清 瀬 の原始 ―」 (H.5.11～ H.6.10)…・旧石 器

時代 ～縄 文 時代 の出土遺物 、遺跡模型、狩 猟 採 集

道 具、石器・ 土器 の製造 過程 等 を展示 す る。

民俗展示 室 テー マ展 示「 清瀬 の職 人 さん」 (H.6.

2～ H.7.1)… ・現在 清瀬 で活躍 す るそ ら師 、 竹

か ご、人形、 は き もの、押絵 羽子 板、箔 押 しの職

人 の技 と伝統 を紹介 す る。

ギ ャラ リー特別展「 日本 を彩 る 一大正・ 昭和 の 風

景画 ―」 (9.25～ 10.11)…・日本 の代 表 的 な洋 画

家 の 日本 を題材 と した風景 画 を展示。企 画 展「 清

瀬美術家展」 (11.13～ 28)

伝 承 スタ ジオ 先人 の知恵 に学ぶ

衣住編 …体験 はたお り、機織教 室、和裁 教 室 、

染物教 室、藁草履作 り、 しめ縄作 り、折紙講習会、

宿 泊体験学 習

食編 …伝統料理講 習会、減塩梅干講 習会、 味 噌

作 り講 習会、親子 で楽 しむ手 打 ち うどん

博物館年 中行事 …茶つ み、茶 もみ、麦棒 打 ち、 も

ちつ き、 まゆ玉飾 り、節分 のや っかが し、 あ ぼ ひ

ば、収穫 祭

自然 観 察 会 … 野 草 の観 察 (1回 )、 野 鳥 の 観 察

(1回 )、 星 の観察 (4回 )、 立科 自然観 察会

サ ルの暮 ら しをのぞ く

身近 な気象 を調 べ よ う

渓谷 の森

雑木林 を調 べ よ う (土 日)

たねの散 り方 を見 よ う

虫 た ちの冬越 し

け ものを探 そ う

自然観察 会 (平 日)

ス ミレを見 に行 こう

山 の ネ ズ ミを探 そ う

埋立地 の 自然

川原 の 自然

自 然 講 座 (日 曜 日)

ス ミレの話

5/30
8/8
9/14

10/16、  17

11/14

1/23
2/26

4/13

7/28、  29

9/22
10/13

キ ノコの話 と野外観察

東京 に いた巨大象

都市 にす む野鳥

奥 多摩 にす む魚

植 物調 査会 (調査会 )9回 (4月 ～ 12月 )

(同定会 )7回 (5月 ～ 2月 )

平成 6年度 も引 き続 き実施

■ 立川市 歴史民俗資 料館

(平成 5年度 の事業 )

川越道緑 地古民 家園 の開園 (平成 5年 10月 17日 )

4/18
6/20
7/25
12/19

3/13
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■羽村市郷 土博 物館

平成 5年度 の活 動報 告

企 画展「写真展  たん ぼの詩」「五 月人形 展」

「 ゲ タづ くりの道具展」「夏 の くら し展 」

「写真展  昭和 10年代 の羽村」

「 玉 川上水  江戸 の木樋」「 まゆ玉 飾 り」

「 ひな人形 展 」「 '93寄贈 品展」

特 別展「多摩 川 の生 んだ文豪  中里介 山」

はむ ら自然観察会 (6回 実施 )

歴 史講座「 中里介 山 人 と作 品」 (5回 実施 )

文学散歩 (1泊 2日 、 2回 実施 )

体験学 習会 (「 まゆ玉飾 り」 ほか、 3回実施 )

平成 6年度 の実施計 画

企 画展「玉川 上水 と青梅鉄道」 ほか、 7回

特 別展「 はむ らの職人 とその道具展」

講 座「多摩川 の 自然 と文化 を訪 ねて (仮称 )」

歴 史講座「地 方 文書 を読 む」

文学散歩「介 山 ゆか りの地 を訪 ねて」

読 書 会 /体験 学習会 2回

■府 中市郷 土 の森博 物館

○平 成 5年度活動報 告 (展示会 )

(1)も え ぎ色 の うわ ぐす リー緑釉 陶器 の美 と製

法 ― (平成 4年度 か ら継続 ～ 5月 5日 )

(2)ハ ケの 自然 と くらし―鍔 山英 次 写 真 展 ―

(5月 23日 ～ 6月 20日 )

3)南 武蔵 の古墳 (7月 25日 ～ 8月 31日 )

に)農 具 は語 る 多摩 の近代 ―多摩 の脱穀 具 を

中心 に して 一 (9月 19日 ～ 10月 31日 )

15)郷 土玩 具  天神人形 の世 界 (2月 11日 ～ 3

月 6日 )

16)合戦伝説 ―新 田義貞 と分倍河原合戦 一 (3

月20日 ～ 5月 5日 )

(2)(4)は TAMAら いおゝ 21協会協賛 で開催 した も

ので、 (2)は 会 期終了後 に、同様 の展示会趣 旨で 東

京都 庁及 び TAMAら いお、21会場 (2回)の 巡 回

展 を行 い、14)は 第 18回 日本民具学会大会府 中 開 催

にあわせ実施 した。

○平 成 6年度 活動計画

平成 6年度 の展示会 は、 5年度 か らの継続 で あ

る合戦 伝説 の ほか、次 を計画 して いる。

(1)水木 しげ る と日本 の妖 怪 (5月 29日 ～ 7月

3日 )

(2)府 中 の 自然展 (7月 31日 ～ 8月 31日 )

(3)歌舞伎衣装展 (9月 25日 ～ 10月 10日 )

(4)梅展 (平成 7年 2月 ～ 3月 )

(9 収蔵 品展 (平成 7年 3月 ～ 4月 )

(1)(3)は 府 中市政 40周 年記 念事業 と して開催 す る

もので、13)は 10月 8日 ～ 10日 に開催 す る「 伝 統 芸

能 と縁 日の森 」の一環 と して実施 す る。 この 「 伝

統芸能 」 は、博物 館本館 0プ ラネ タ リウム及 び復

原建物 な ど、郷土 の森約 14ha全体 を使 って行 うも

の で、郷土芸 能 の実演 を は じめ、縁 日の雰 囲 気 を

醸 し出す よ うな企 画 とな って い る。

なお平成 5年度 中 に、旧三 岡家長屋 門 の移 築 復

原 が完 了 し、 これ に伴 いお、るさ と体験 館 にお け る

体験学 習・ 演 示事 業 が ス ター トした。毎週 日曜 日

に、竹細工 。わ ら細工・ 鍛治屋実演 や折紙 教 室 な

どの事業 を行 って い る。

■武蔵 村 山市 立歴 史民俗資料館

平成 5年度実施事業

1.講座・ 教 室

(1)地域 の文化 財 め ぐり (全 5回 、 5/29、 7/10、

9/11、  1/8、  2/12)
市 内 の旧集落 を単位 に文化財 をめ ぐり学

習 した。

(2)体験教 室 (全 5回 )

ア 手 揉 み茶 づ くり (5/30)
イ 親 子縄 文土 器 づ くり教室 (8/4・ 25)

ウ 親 子で作 るサ ツマダンゴとユデマ ンジュ

ウ (10/9)
工 手 打 ち うどんづ くり (11/13)

かつての地場産業や生活 の一端を体験 した。

(3)歴史講 座 (全 2回、 11/6・ 7)
三多摩 東京府 移管 問題 につ いて学習 した。

(4) 「甦名岱弓諄言簿屋医 (ると3回、 3/20・ 26・ 27)

民俗学 の初歩 的 な学 習 を した。

2.展示活動

(1)収蔵 資料展  今 昔風景写真展 (7/11～ 9/3の

夏 の野 草写 真展 (7/20～ 8/31)

(2)特別展  写 真 で見 る姉 妹 都 市 栄 村 (7/25
～ 9/12)

3.刊 行物  文化 財資料集 11「指 田 日記」

■青梅市郷土博物館

特 別展 陣とヽのたか らもの展  ―私 の思 い出 ―』

平成 5年 7月 13日 ―平 成 5年 10月 10日

『 たか らもの』 とは、「 貴 重 な 品物 」、「 宝 とす

る もの」 とい う意 味 と して使 われ ることが多 いが、

「大切 に して い る もの」、「 か けが え の な い もの 」

とい う意 味 と して も使 われて い ます。

この特別展 で は、 この「大切 に して い る もの」

「 か けが えの な い もの」 とい う意 味 の『 た か ら も

の』を市民 の方 々か ら広報 な どで募集 し、賞 状 、

手紙、着物、色紙 な ど約 80点を展 示 しま した。

r
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企画展『 郷土 の火消道具』

平成 5年 11月 2日 ～平成 6年 1月 30日

町火 消 は、江戸 時代 中期 に初 めて組織 され ま し

たが、幕府 の直轄地 で あ った この地方 に も江戸 時

代後期 に は町火消 の よ うな組織 があ ったようです。

この企画展 で は、青梅 消 防署 な どの協力 を得 て

館蔵資料 を中心 に消防組 や警 防団 な どで使 われ て

いた消火器具 や消防装東 な ど約 70点 を展示 しま し

ナこ。

■五 日市 町立五 日市 町郷土館

長期歴 史講座

「五 日市人 の物語」 5月 ～ 1月 第 1・ 3土曜 日

五 日市 町 の原始 よ り現代 まで、遺物、遺 跡 、 文

化財、古 文書 、 日記等 を根拠 に、 それ ぞ れ の時 代

を生 きた五 日市 人 の プ ロフ ィールを探 る講座 を 開

催 し、郷土 の理解 を深 め た。

秋川 の石教 室 (8/12)
古生代 、新 生代 の化石採集 と地質、岩石 の観 察

を行 い、夏 休 み中 の郷土学 習 を援助 した。

五 日市町 の歴 史探検 (3/27)
一五 日市町 のむか しを調 べ よ う一

小 中学生 を対 象 に した、歴 史 の道「五 日市 街 道

とその沿道 」を歩 き、史蹟 や路傍 の石仏の姿か ら、

子 ど もた ちに往 時 の人 々の くら しを探 らせ た。

「大悲願寺 日記 」 (上)を刊 行

江戸後期 (天 明～文化 )当地方 を代 表 す る真 言

宗 の古刹 、大悲願寺住職 の 日記 を も とに、「大 悲

願寺 日記」 (上 )を刊行 した。

■東京 農工 大学工 学部 附属繊維博 物館

平成 5年 1月 ～ 12月 活動報告

1.催 しもの講習会等

1/13 催 しもの「 まゆ玉祭」

2/8,9繊維博物館公 開講 座

「先端繊維 高 分子 技術」

2/26 サ ー クル式典

「 第 12回 サ ー クル終 了式」

4/14 サ ー クル講 習会「 にわか雨」

(和紙絵研 究会 )

4/23   〃 「 円形 ク ッシ ョン」 (手編 の会 )

5/23 特別講演 会「 日本 の竹細 工」

(工藤 員功・ 武美大 )

〃   「 日本 の稲作 わ ら」

(下 田博之・ 農 工大農 )

6/12 子供科学教 室「色 の科学 ―た まね ぎ」

(重原 淳孝 )

6/16 サ ー クル講 習会「 シル クベル ト」

(組 ひ も研 究会 )

7/7 催 しもの「 た なばた祭」

7/10 子供 科学教 室「 まゆ の不思議」

(重松正 矩 )

「電池 チ ェ ッカーを作 ろ う」

(鹿野快 男 )

「 プ ラスチ ックペ ンダ ン トを

作 ろ う」   (佐 藤 寿弥 )

9/14 サークル講習会

「ひ も結 びのアクセサ リー」

(ひ も結 び研 究会 )

″  「 レー スの ポプ リ袋」

(レ ース研 究会 )

〃  「かん じき織 り」

(織物研究会 )

「藍絞 テーブルセ ンタ」

7/31

9/11

f

9/22

9/28

10/8     ″

ｒ
、

(藍染研 究会 )

10/9 子供 科学教室「光電 話 をつ くろ う」

(梅 田倫 弘 )

10/14 サ ー クル講 習会「 フェル ト絵 画 づ くり」

(手紬 研 究会 )

10/20   ″ 「 自然 材つ るか ご」

12/2      ″

12/10      ″

(紬瑠 か ご会 )

「型 染 テー ブルセ ンタ」

(型絵 染 の会 )

「 わ ら工芸正 月飾 り」

(わ ら工芸会 )

12/11   〃  「 コンピュータに教えよう」

(小谷善行 )

.展示会 (特別展、 ミニ展等 )

12/1～ 1/31 ミニ展「 ミシン&ポ スター展」

2/10～ 3/31  ″ 「マ ッチ レッテル展」

2/17～ 2/23 サークル展「第12回作品展」

3/10～ 9/30 ミニ展「組 ひ も展」

4/20～ 4/30  〃 「切手趣味週間展」

5/12～ 5/23  ″ 「稲作の畜力農具展」

5/19～ 5/23 特別展「か ごとわ らの工芸展」

5/25～ 6/30 ミニ展「江戸小紋染デザイン展」

7/1～ 9/10  〃  「 ファンシーヤー ン展」

7/4-9/30   〃  「手す き和紙展」

9/11～ 10/31  〃 「大正期の包装紙展」

10/25～ 2/10  〃  「羊毛 フェル トと不織布」

11/6-1/21     ″   「燐票木版 [コ 展」

11/10～ 11/14 特別展「 コンピュータの魅力」

11/20～ 2/10 ミニ展「わ ら細工工芸展」
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今年度 で 21回 目を迎 え ま した。昨年 まで は文 化 財

の見学 を 中心 に行 って きま した が、 今 年 度 よ り

「親 しみやす い歴 史、文 化 財 」 を テ ー マ に 「火 お

こ し」や「 わ ら じ作 り」 な どの体験学 習 も行 い ま

した。「火 お こ し」で は、 み ん な真 剣 に火 が お き

るまで休 憩 もと らず に頑張 って い ま した。「 わ ら

じづ くり」で は、わ ら じを 2足 も作 る子 供 た ち も

大勢 いま した。

また、市 内 の文化財 の見学 も従 来 の見学 と と も

に「文化財 を さが してみ よ う !」 と名付 け て東 村

山市 を構成 す る旧 5村 (回 田・ 野 口 0久米 川・ 大

岱・ 南秋津 の村 )の文化 財 を地 図 を片手 に探 しま

した。今 回か らの初 の試み、いろいろ問題点を もっ

て いますが、 これ らを踏 まえて平成 6年度 は、 体

験学 習 を中心 に計画 して います。

■ 町 田市 立博物館

○平成 5年度

「館蔵 ボヘ ミア ン・ グ ラス」 (4/20-6/20)
高級 ガ ラス器、 ボヘ ミア ン・ グラスの 18世紀 か

ら20世紀 の作 品 117種、245点を展 示。

「 ベ トナ ム陶磁」 (7/6～ 8/15)
ベ トナム陶磁 の紀元前 か ら近世 に至 る基 準的 作

品、約 200点を展不。

「 ヨー ロ ッパ の ガ ラスー15世紀 ～ 19世紀 ―」

(8/24-10/3)
い くつ もの技 法 を駆使 して作 られ た、美 しい ガ

ラス器 を展示。

「 農耕 図 と農耕 具」 (10/10-11/14)
近世期 の農耕 図及 び、農 具等 を展示。

「忠生遺跡」 (11/23-1/30)
忠生土 地 区画整理地 内か ら発掘 され た縄 文土 器

を中心 に展示。

「 町 田の文化財」 (2/8～ 3/6)
市 内所在 の各種文化財 を展 示 .

「漫画 。近代 。人 。事 件 ～ 田川水 泡 コ レクション」

(3/15～ 4/10)
田川水 泡氏収集 の近世・ 近代戯 画・ 風 俗 画 コ レ

クシ ョンを展示。

○平成 6年度 (予定 )

「町 田市立博物館蔵 ガ ラス名 品展」

(4/19-5/29)
「描 かれ た幕末 明治 の東京・ 横 浜 ～ マ スプ ロ電 工

錦絵名 品展」 (6/14-7/10)
「 ベ トナ ム oタ イの陶磁 ―中村三 四郎 コ レク シ ョ

■ 日野市 ら、るさ と博 物館

第 4回企画展「 中世 の 日野 ～幻 の真慈悲 寺 と高 幡

不動 ～」 (7/1-8/31)
幻 の真慈悲寺 と高 幡不動 の二 つ の寺 院 を テー マ

にす えて、百草発見 の経 筒 や高 幡不 動胎 内文書 、

市 内各遺跡 か らの出土遺 物 な どを展示 し、中 世 の

日野 につ いて考 え た。期 間 中 は 2回 の講 演会 の他

に「平 家琵 琶 を聞 く会」「鎧 を着 てみ よ う」「 中将

棋 を さ してみよ う」 な どの関連 行事 も行 った。

今年度 は子供 たちの週 休 2日 制 に併 せ て、 4月
の博物館大公開 をか わ き りに「手打 ち うどん作 り」

「土 の中 の生物 た ち」「港、るさ と =平山を知 る会 」

「 化石 の レプ リカ作 り」 な ど多 くの体 験 学 習 会 を

行 った。 また秋 には、多摩川 や世界 の川 を テ ー マ

に した特別講演会 を全 7回 にわ た って行 った。

6年度 は、多摩川 で川 漁師 を して いた鈴木 由太

郎氏寄贈 の漁具 を もとに、魚 の生態 と伝統 的 な漁

法 の関連 に力点 を置 いた第 5回企 画展「清流 と生

業 」を行 う予定 で あ る。かつ て多摩川 と共 に あ っ

た 日野 の人 々の暮 ら しぶ りを見 て い くことで、 清

流 を取 り戻 す意識 も育 ん で行 きたいと思 っている。

■八王子市 郷土 資料 館

・ 特別展  明治 時代 の八 王子  (9/24～ H/7)
多摩東京移管百 周年記念特 別展 として、また、

TAMAら いお、21協 会協賛事業 と して企 画 。 明

治時代 の八王子 の政治・ 経 済 。文化・ 世相 とい

う、 それ ぞれ の テーマ にそ って、館収蔵 資 料 を

中心 に展示 した。特 別展記念講演  江戸東 京 文

化財 団 小木新造 氏 (10/17)

<教育 普及 事業 >

`親子歴 史教室          (7/27～ 29)

ビデオで事前学 習 のあ と、「 絹 の道 」 を 実 地

見学。

・ 歴 史講座 (9/11、  12、  18、  19)

特 別展 にあわせ、「 明 治 時 代 の八 王 子 」 につ

いて、それぞれ の テーマにそ った 5名 の新 鋭 の

講 師 を招 き、連続 して学 ぶ。

・ 八王子車人形 講座        (11/20、 21)

車人形 の歴 史 を知 り、仕組 み を実演 によ って

理解 す る。

ｔ́

・ 体験学習「 じめ縄づ くり」

平成 6年度の主 な事業 は次の とお り。
。特別展 千人同心の群像

(12/19)

(10～ 11月 )

(10、 11月 )浜松市美術 館蔵「 中国 の金 銅仏 と石仏 」

今 まで あま り知 られて いなか った千人 同心 の

地誌編纂事業 、洋学者松本斗機蔵 、幕末 の軍 制

改革 を 3本の柱 に し、新 た に見つ か った資 料 を

中心 に展示。

・ 歴 史講座「千 人 同心 の群像」

(3月 )

ンー」

「大津絵展」

「 日本現 代 ガ ラス展」

「青面金剛 と庚 申信仰」

「市内遺跡展」

(7/19-8/28)
(9/13´ -10/9)

(10/18-11/27)

(12/13～ 1/22)

(1/31～ 3/12)

(3/28～ 5/7)

これ も、特 別展 と同 じテーマ構成で実施予定。

・ 企 画展

収蔵資料 を中心 に展示。

他に、常設展、小規模な普及事業 は通年のとおり。




